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惟
ふ
に
三
藏
は
蓋
し
如
來
の
道
瘍
で
あ
る
。
上
下
三
千
載
、
光
耀
中
外
に
盈
ち
法
澤
邂
く
群
萠
を
滋
潤
す
。
寔
に
般
若
の
標
、
道
瘍
の
主
は
只
三
藏
に
在
る
ε
稱
し
て
よ
い
。
故
に
佛
滅
後
直
ち
に
大
迦
葉
等
の
龍
象
は
三
藏
を
集
結
し
、
二
十
有
餘
師
は
之
を
傳
持
し
、
安
清
・
童
壽
の
碩
匠
は
之
を
飜
譯
し
、
法
顯
・
玄
弉
の
大
徳
は
之
を
捜
索
し
た
。
斯
く
て
大
干
經
卷
は
寂
然
・こ
し
て
動
せ
す
、
上
智
下
愚
分
に
隨
つ
て
そ
の
徳
釜
を
蒙
る
。
さ
れ
ば
輪
藏
は
雙
林
よ
り
そ
の
端
を
發
し
、
そ
の
後
他
寺
皆
之
に
倣
ふ
た
。
然
る
に
、
今
わ
が
佛
敏
專
門
學
校
は
洛
北
鷹
野
の
勝
境
に
位
し
、
學
舍
靜
寂
に
し
て
清
衆
堂
に
滿
ち
、
學
究
室
に
濫
て
れ
さ
も
、
附
屬
圖
書
舘
の
設
備
は
未
だ
成
ら
な
か
つ
た
。
闔
宗
は
齊
し
く
四
恩
の
奉
爲
に
一
日
も
早
く
圖
書
舘
の
建
立
を
希
念
し
た
が
、
宗
門
清
乏
に
し
て
志
有
つ
て
そ
の
力
が
足
り
な
か
つ
た
。
古
語
に
も
「道
は
人
に
在
り
、
持
種
は
縁
に
由
る
」
ε
い
ふ
。
爰
に
清
居
士
上
村
常
次
郎
翕
は
洛
東
下
河
原
に
居
し
、
資
性
重
厚
謹
嚴
、
夙
に
百
萬
遍
知
恩
寺
第
六
十
八
世
、
元
佛
教
專
門
學
校
長
土
川
善
澂
上
人
に
露
向
し
て
晨
禮
夕
誦
、
寔
に
篤
實
護
法
の
士
で
あ
つ
た
。
予
亦
乏
し
き
を
佛
數
專
門
學
校
に
職
を
奉
じ
τ
、親
し
く
土
川
先
生
の
指
授
を
蒙
る
。
先
生
、心
慈
悲
に
佳
し
、思
ひ
宗
學
に
存
し
て
、上
智
下
愚
を
論
ぜ
す
、
能
化
所
化
を
看
す
宜
し
き
に
隨
つ
て
提
噺
し
、
人
を
誨
へ
て
倦
む
斯
が
な
か
つ
た
。
か
く
し
て
、
能
く
大
名
を
享
け
當
世
に
顯
は
れ
た
。
洵
に
先
生
は
緇
素
の
歸
憑
、
人
天
の
導
師
で
あ
つ
た
。
宿
縁
の
薫
發
す
る
斯
、
上
村
翕
は
土
川
大
僭
正
さ
酒
交
深
く
、
常
に
心
を
四
攝
に
住
し
思
ひ
を
忠
孝
に
存
し
た
。
斯
く
し
て
翕
は
生
夲
聖
經
に
所
謂
「
典
攬
の
智
慧
は
衆
道
の
要
な
り
」
の
金
言
を
信
順
し
、
夙
に
財
團
法
人
成
徳
會
の
設
立
を
企
圖
し
て
世
道
人
心
の
た
め
に
大
に
寄
與
す
る
所
あ
ら
ん
こ
・こ
を
期
し
た
。
さ
れ
重
二
界
の
縁
生
は
幻
化
の
如
く
に
し
て
留
ら
す
、
無
常
の
嵐
斯
人
に
壽
を
假
さ
す
、
昭
和
三
年
八
月
、
翕
は
途
に
溘
焉
、こ
し
て
逝
い
た
。
返
魂
の
妙
香
室
し
く
焚
い
て
力
無
し
。
鳴
呼
哀
し
い
哉
。
味
を
棄
て
交
を
絶
ち
愁
哀
す
る
際
、
歳
月
疾
く
廻
つ
て
翕
の
七
回
忌
は
忽
爾
¶こ
し
て
臨
み
來
つ
た
。
時
偶
々
わ
が
佛
歡
專
門
學
校
に
於
て
附
飃
圖
書
舘
建
設
の
議
起
り
.
土
川
大
僭
正
の
高
足
江
藤
澂
英
師
は
こ
の
聞
に
介
在
し
て
、
本
校
内
外
の
事
由
を
具
し
て
之
を
上
村
家
に
諮
る
、こ
こ
ろ
が
あ
つ
た
。
是
に
由
つ
て
、
上
村
米
子
刀
自
は
一
は
翕
の
志
を
體
し
、
一
は
翕
の
冥
輻
を
薦
め
ん
が
た
あ
に
、
互
額
の
淨
財
を
喜
捨
し
、
有
爲
の
材
を
以
て
佛
歡
專
門
學
校
附
贋
圖
書
舘
藏
閣
成
徳
常
照
を
建
て
、
以
て
千
古
の
遺
美
を
發
し
萬
劫
の
良
導
・、}な
し
た
。
そ
の
嚴
護
法
城
、
濟
世
釜
物
勝
け
て
言
ふ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
唯
衷
心
の
至
誠
を
披
き
、
至
高
の
敬
意
を
捧
げ
て
、
上
村
家
の
恩
義
を
銘
記
せ
ん
の
み
。
然
り
而
し
て
、
茲
に
公
私
多
端
、
茲
に
分
陰
の
至
貴
な
る
を
割
き
て
無
私
奉
公
、
圖
書
舘
建
設
の
勝
業
を
助
成
せ
し
、
佛
歡
專
門
學
校
長
小
林
瑞
淨
師
、
建
築
委
員
小
林
圓
逹
・
石
井
龍
善
・
江
藤
澂
英
の
三
師
並
に
建
築
設
計
者
第
三
高
等
學
校
數
授
八
木
清
之
助
氏
、
工
事
請
負
入
松
村
雄
吉
氏
、
現
瘍
監
督
宮
川
久
三
氏
等
、
そ
の
他
こ
の
勝
事
の
邃
成
の
た
め
に
、
直
接
聞
接
そ
の
不
講
の
援
助
を
贈
つ
九
内
外
の
大
徳
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諸
家
の
懇
志
の
崇
高
深
厚
に
な
る
に
至
つ
て
は
吾
曹
喜
躍
の
極
、
何
の
辭
を
以
て
か
之
に
當
る
べ
き
乎
を
知
ら
な
い
。
時
維
れ
清
秋
菊
花
放
香
の
新
甞
靦
節
、
五
口曹
偶
々
藏
閣
成
徳
常
照
の
竣
工
を
こ
ε
ほ
ぐ
の
勝
縁
に
會
す
る
、
寔
に
欣
幸
に
勝
へ
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
本
校
は
曩
に
校
舍
の
移
轉
改
築
あ
り
、
今
ま
た
附
屬
圖
書
舘
の
新
築
成
る
。
本
學
苑
は
正
に
是
れ
飛
龍
天
に
冲
せ
ん
ε
す
る
の
好
機
で
あ
る
。
學
苑
盛
蓑
の
機
は
繋
り
て
、
そ
の
重
責
に
膺
る
人
々
並
に
こ
蕊
に
學
ぶ
も
の
蕊
覺
悟
如
何
に
在
る
。
冀
く
ば
本
學
苑
に
學
ぶ
も
の
、
藏
閣
建
立
の
縁
由
・こ
そ
の
本
旨
ミ
を
忘
れ
す
、
勇
猛
精
進
、
學
術
の
攻
究
ε
信
念
の
培
養
に
こ
れ
勉
め
、
以
て
「
自
信
數
人
信
」
の
聖
訓
に
答
へ
ら
れ
ん
こ
・こ
を
。
即
ち
筆
を
削
つ
て
其
始
末
を
記
し
、
以
て
恭
し
く
衷
心
の
隨
喜
を
表
す
ε
云
ふ
。
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